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担 当 課 担 当 担 当 者 電話番号

小口 貴弘 直通058-272-8362 内線3098商工労働部モノづくり振興課 モノづくり担当

久野 茂之 058-277-1093(財)岐阜県産業経済振興センター モノづくりセンター

財団法人岐阜県産業経済振興財団法人岐阜県産業経済振興財団法人岐阜県産業経済振興財団法人岐阜県産業経済振興センターセンターセンターセンター

カイゼンカイゼンカイゼンカイゼン推進研修会推進研修会推進研修会推進研修会

研修会初日研修会初日研修会初日研修会初日（（（（７７７７月月月月９９９９日日日日））））のののの取材取材取材取材のおのおのおのお願願願願いいいい

、長引く不況によって、県内製造業者は生産コストを製品価格に転嫁できない状況が続いており

これまで以上に生産工程のカイゼンによる競争力強化が求められています。

一方、企業がカイゼン活動を始めようとしても、どのような準備（心構えや社内体制）が必要な

のか、また、どのように活動を進めていったらいいのか、その知識がないと難しいものがあります。

このたび、財団法人岐阜県産業経済振興センターでは「カイゼンを実施したいが、取り組み方法

がわからない という企業等を対象に カイゼン活動についての基礎知識及び導入方法に関する研」 、

修会を開催しますので、是非、取材いただきますようお願いします。

研修会初日、企業のトップ（経営者・工場長等）がカイゼン活動に積極的に取り組む姿を紹介

いただくことで、より多くの企業が刺激を受け、カイゼン活動が広く県内に普及することを期待

しております。

■ 事業の内容等

【事業名】カイゼン推進研修会

【日 程】平成２２年７月９日(金)、14日(水)、22日(木)、27日(火)、30日(金)

※時間は５日間ともに１３:３０～１６:３０

【概 要】カイゼン活動についての基礎的知識及び導入方法に関する研修会

【開催場所】大垣市情報工房 ５階 セミナー室（大垣市小野４－３５）

【出席者】カイゼン活動に関心のある県内中小企業者など 約５０名

（経営者・工場長及び生産部門でカイゼン活動の推進指導を担当されている方）

【受講料】７月９日：3,000円／人 14日、22日、27日、30日：４日間合計9,000円／人

【後 援】大垣市

【カリキュラム】

開催日 テーマ・内容 講 師 対象者

７７７７月月月月９９９９日 水野 芳昭氏 経営者日 水野 芳昭氏 経営者日 水野 芳昭氏 経営者日 水野 芳昭氏 経営者・・・・トップトップトップトップのひとのひとのひとのひと言言言言でででで現場現場現場現場がががが変変変変わるわるわるわる、、、、会社会社会社会社がががが変変変変わるわるわるわる

（（（（金金金金）））） 工場長工場長工場長工場長「「「「ムダムダムダムダのののの発見発見発見発見・・・・排除排除排除排除によるによるによるによるヒトヒトヒトヒト、、、、モノモノモノモノ、、、、カネカネカネカネのののの有効活用有効活用有効活用有効活用」」」」

７月14日 改善のスピードの差のみが利益となる 牧田 弘二氏 カイゼン

（水） 「改善の効果的、永続的進め方」 推進担当

７月22日 モノづくり現場におけるムダの可視化と改善の基本 高橋 永祐氏 者

（木） スキル

７月27日 利益直結型新５Ｓで競争力アップ 高橋 央修氏

（火）

７月30日 品質管理 菅野 賢治氏

（金） 「お客様第一、工程で品質を作り込む」



※７月９日（金） 講師略歴

水野 芳昭氏

1962年～2009年にかけて トヨタ自動車(株) 購買管理部 部長 (株)東海理化電機製、 （ ）、

作所（常務取締役）などの民間企業で、カイゼン活動に取り組む。

また、2003年からは、(財)岐阜県産業経済振興センターのコーディネーターとして、カ

イゼン活動に取り組もうとしている県内中小企業などに対してアドバイスを行っている。

＜参考＞

（（（（財財財財））））岐阜県産業経済振興岐阜県産業経済振興岐阜県産業経済振興岐阜県産業経済振興センターセンターセンターセンターののののカイゼンカイゼンカイゼンカイゼン活動推進活動推進活動推進活動推進にににに関関関関するするするする取取取取りりりり組組組組みみみみ

当センターでは 平成２０年度から ムダ取り 推進事業費助成金 を創設するなど 県内製、 「『 』 」 、

造業者が生産工程の改善を行うことによって収益力を高める活動をモデル的に支援しています。

なお、主な支援内容は、次のとおりです。

「「「「ムダムダムダムダ取取取取りりりり」」」」推進事業費助成金推進事業費助成金推進事業費助成金推進事業費助成金■

【目 的】県内モノづくり企業の生産工程の「見える化」を促進し、生産効率向上や改

善を行う活動に対して助成を行う

【事 業 内 容】県内中小企業が生産工程の効率向上や改善のために要する経費の一部を助成

【助成対象事業者】前年度において本助成金に採択された者のうち、引き続き助成を必要とする

者

【助 成 期 間】交付決定の日から平成２３年３月１５日まで

【助 成 率】助成対象経費の１／２

【助 成 限 度 額】前年度交付決定額を限度額とする

【助成件数助成額】助成件数：５社、助成額（交付決定額）:４,４２８千円（平成２２年度）

【助成事業者及び改善テーマ （平成２２年度）】

㈱加藤製作所（中津川市） 生産改革推進事業

㈱亀山鉄工所（岐阜市） 標準作業導入と塗装品質向上

東海重工㈱（各務原市） あるべき姿にむけての改善活動の継続

DAISEN㈱（中津川市） 成形工場における5Sに基づく業務管理と改善による生産の効率化

浪速製菓㈱（本巣市） ムダ取り実践改善会による経営革新事業

「「「「ムダムダムダムダ取取取取りりりり」」」」推進事業活動発表会推進事業活動発表会推進事業活動発表会推進事業活動発表会■

平成２１年度に ムダ取り 推進事業費助成金を活用して カイゼン活動を実施した６社及び、「 」 、

その指導を行ったコンサルタントが、企業で実践したカイゼン活動を具体的に発表することで、

カイゼン活動に取り組む県内企業の参考材料としていただくために開催した。

【日 時】平成２２年４月２６日(月) １３:３０～１５:３０

【場 所】県民ふれあい会館 １４階 レセプションルーム

【発 表 者】６社

【参 加 者】６７名（県内中小企業者及びコンサルタント）

【主な発表内容】

・製造工程にかかる時間や労働負荷を細かく数値化して、適正な人員配置や稼働につなげた改

善事例

・在庫や設備のムダを省いて生産性を高めた改善事例


